
 

 

 

 

 

学校は地域とともに ～1学期折り返し地点にて～ 
校長 杉谷 恵子 

 

梅雨入り前の青空を忙しそうに飛び交うツバメたちの姿や、田

植え後の苗が青々と風に揺れる光景に初夏の訪れを感じます。1

年生が蒔いた朝顔の種も芽を出し、2年生が植えたミニトマトの

苗も大きく育ち花を咲かせ青い実がなり始めました。そして、高

松っ子たちも元気いっぱい！自分のアサガオやミニトマトを大

事に世話したり、雨の晴れ間に運動場や地図広場へ出て元気よく

遊んだりする子供たちの笑顔であふれています。 

さて、早いもので 1学期も折り返し地点を迎え、毎日の教室等

での授業に加え、校外学習や体験学習も積極的に行っています。

学年 PTCAの１年生給食試食会や 3年生自転車安全教室では、

保護者の皆様にお世話頂き充実した活動を行うこともできまし

た。６年生は国立能登青少年交流

の家で宿泊体験学習を行い充実

した２日間を過ごしてきました。また、4 年生は市器械運

動交歓会、５年生は市音楽会に向けて、めあてをもって毎

日一生懸命練習に励んでいます。 

１学期後半も、授業では子供たちが主体的に学び「わか

った！できた！」と実感できる授業を、行事等では「やっ

た！うまくいった！楽しかった！」と達成感や満足感が得

られるような活動を推進してまいります。 

さて、学校は、このような子供たちの安心・安全を見守ってくださったり、心に潤いや豊

かさを与えてくださったりする地域の方々に支えられています。毎朝の登校時や下校時に

子供たちの安全を見守り、温かい声かけをしてくださる見守りボランティアの皆様、校舎

内外に季節に合った花を飾ったり植えたりしてくださる地域の方、通学路の気になる箇所

に目と手をかけてくださる方など、子供たちのために、学校のために、地域の多くの方々

にお力添えをいただいております。先日行いました学校運営協議会では、地域や保護者の

各団体代表の方々にご出席頂き、よりよい学校運営のため温かいご意見をたくさん頂きま

した。子供たちは、まさに保護者・地域の皆様に支えられていると

改めて実感できる時間となりました。日頃のご支援に心より感謝申

し上げます。 

これからの時期は、気温差が大きく体調を崩しやすくなるととも

に、熱中症の心配も出てくる季節です。子供たちが毎日元気に過ご

せるよう学校でも配慮や声掛けをしていきます。どうぞご家庭でも

健康管理には十分にご留意くださいますようお願いいたします。 
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